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２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
、
人
権

に
深
く
か
か
わ
る
３
つ
の
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。「
障
害
者
差
別
解
消
法
」「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」「
部
落
差
別
解

消
法
」（
＊
い
ず
れ
も
通
称
）、
こ
の
３
つ

の
法
律
は
、〝
人
権
３
法
〞
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

人
権
３
法
は
、い
ず
れ
も
「
理
念
法
（
罰

則
が
な
い
）」
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
背
景
に

は
、
今
も
な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
事
象

が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
と

し
て
、「
介
助
犬
と
と
も
に
飲
食
店
に
入

ろ
う
と
し
た
ら
、
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
」

と
い
っ
た
事
象
が
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

つ
い
て
は
、
駅
前
な
ど
で
「
○
○
人
を
国

か
ら
追
い
出
せ
」
と
声
を
荒
げ
て
演
説
す

る
と
い
っ
た
事
象
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
は
、「
○

○
と
い
う
地
区
は
部
落
（
同
和
地
区
）
か
」

を
尋
ね
る
問
い
合
わ
せ
事
象
や
差
別
落
書

き
等
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
全
国

各
地
で
差
別
事
象
や
人
権
侵
害
は
未
だ
に

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
権
問
題
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
な
ど
、
状
況
の
変

化
も
生
じ
て
い
ま
す
。
一
連
の
法
整
備
は

こ
う
し
た
現
存
す
る
差
別
に
対
す
る
認
知

と
と
も
に
、
差
別
や
人
権
侵
害
を
許
せ
な

い
社
会
悪
と
す
る
認
識
が
、
現
代
社
会
に

お
い
て
一
定
の
高
ま
り
を
も
っ
て
き
た
も

の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
法
の
整
備
が

直
ち
に
差
別
の
解
消
を
約
束
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
法
律
等
を
活

か
し
、
差
別
の
解
消
を
実
現
す
る
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
不
断
の
努
力
が
必

要
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権  
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誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

○
障
害
者
差
別
解
消
法

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律　

平
成
28
年
４
月
施
行
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
互
い
に

そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
国
・
都
道
府

県
・
市
町
村
や
会
社
や
お
店
な
ど
の
事
業

所
な
ど
に
対
し
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
」
を
禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

（
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

に
関
す
る
法
律　

平
成
28
年
６
月
施
行
）

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥

（
は
い
せ
き
）
し
、
不
安
や
差
別
意
識
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
差
別

的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）
を
な
く
す

こ
と
で
、
民
族
や
国
籍
な
ど
の
違
い
を
超

え
、
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

○
部
落
差
別
解
消
推
進
法

（
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
平
成
28
年
12
月
施
行
）

　

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と

と
も
に
、
情
報
化
に
伴
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
へ
の
差
別
的
な
書
き
込
み
な
ど

部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
部
落
差
別
は
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
に
、
部
落
差
別
が
な
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

○
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

人
権
尊
重
の
社
会
の
実
現
に
は
、
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
自
分
自
身

に
か
か
わ
る
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
気
付
き
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
法
律
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解

し
、
人
権
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
る

機
会
と
し
て
、
ま
ず
は
施
行
さ
れ
た
法
律

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
令
和
元
年
度
熊
本

県
子
ど
も
人
権
作
品
で
選
ば
れ
た
清
和
中

学
校
２
年
の
折
尾
萌
愛
さ
ん
の
作
品
「
み

ん
な
違
う
、
そ
れ
が
良
い
」
で
す
。

人
権
に
関
す
る
３
つ
の
法

律
を
ご
存
知
で
す
か
？

「山の都地域しごとセンター」が４月から移転します！

税負担の不公平解消のため滞納処分（差し押さえ）を強化しています

　旧NTT矢部営業所跡（山都町下市）に設置している「山の都地域しごとセンター」が４月に移転します。
　「山の都地域しごとセンター」とは、山都町への移住に関することや、住まい探しなど、暮らしのあ
らゆる内容の総合相談窓口として平成 27年に開設し、これまで多くの方の暮らしのお手伝いをしてき
ました。
　今後は新たな事務所（上寺 1601番地 4）で皆さまからの相談をお待ちしております。

問合せ先　　山の都地域しごとセンター　☎ 72-9111
　　　　　　営業日　平日（土・日祝祭日を除く）午前 9時～午後 5時

　町税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を担っています。町税や国民健康保
険税は、厳しい財政状況にある地方自治体にとって重要な財源です。公共サービスの充実と公平な税負
担のためにも、滞納を放置することはできません。
◆きちんと納付された方のためにも
　納税者のうち 90％以上が、納期限までにきちんと納付している方です。長く続く厳しい社会情勢
の中、切り詰めた生活をしながらも、きちんと納税している方も多いと思われます。町ではこのよう
に納期限までに納付された方との公平性を守るためにも、納税に対して誠意の見られない滞納者に対
しては、財産調査を積極的に行います。そして、調査の結果判明した財産については、自宅の捜索や
預貯金・給与・生命保険などの債権を差し押さえて、滞納している町税などに充当する強制徴収対策
を実施しています。
◆納期内納税にご協力ください
　町税の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期限を過ぎた場合は、督促状や催告書の発送など
に多額の経費がかかり、その経費も町税で負担することになります。今後も納期内納税にご協力をお
願いします。

◆納税が困難な方はお早めにご相談を
　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむを得ない事情や多重債務などによ
り町税の納期別の納付が困難な場合は、一人で悩んだり放置したりせずにお早めにご相談ください。
一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。まずは納付できない理由をお聞かせ
ください。

問合せ先　　税務住民課徴収係　☎ 72-1128　または各支所税務住民係まで

山の都地域しごとセンター案内図

山の都地域
しごとセンター

清和中学校　２年
折尾　萌愛さんの作品
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